
り

中
共
か
ら
帰
国

本
市
関
係
中
共
第
十
七
次
帰
凶
者

と
し
て
那
須
弘
保
氏
(
二
十
九
才

)
が
十
五
年
ぶ
り
に
帰
国
し
た
。

氏
は
去
る
四
月
二
十
四
日
白
山
丸

で
舞
鶴
に
上
陸
し
、
二
十
七
日
午

-後
二
時
市
長
代
理
吉
田
福
祉
事
務

一
・
五

米

、

長

さ

後

方

0
・
三
一
所
長
ほ
か
町
内
の
出
迎
え
を
受
け

六
O
K
g
、

巾

0
・
八
米
一
懐
し
の
郷
里
に
つ
い
た
が
中
国
で

(
大
村
市
交
通
安
全
協
会

・
大
村
市
交
一
は
山
西
省
太
原
市
運
輸
公
司
内
に

通
安
全
推
進
協
議
会

・
大
村
瞥
察
署
)
一
居
住
し
て
い
た
も
の
で
、
大
村
市

2
4
K一

分

間

吹

鳴

投

持

-

詰

や
む
を
得
な
い
用
務
で
市
外

ヘ

ヨ

伊

前

七

時

か

票

私

が

政

治

必

ず

か

ふ

一

抗

日

目

見

守

護
院
議
員
総
撃
の
当
日
、

次
一
に
よ
り
、
園
、

地
方
を
通
ず
る
民
一
無
料
法
律
相

談

一

投

票
所
在
、
必
F
2
9
投

票

所

い

湾

尚
一
湖

沼

湾

、

評

決

界

j
a
e
-
-
j
j
;jvj

;
i
i、、
、

、

、

、

、

;

一

(

福

祉
雲

所

)

の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
一
主
政
治
の
健
全
な
発
達
を
期
す

る

一

一

-

-

-

口

昨

日

ド

諮

問

昔

話

控

訴

詰

刊

誌

に

…

日

間

一

一

一

一

一

服

鵠

パ

ラ

チ

オ

ン

の

取

扱

い

一

一
回

一

草

野

山

一

⑦

何

日

韓

諮

問

信

一

昨

日

日

比

一

民

地

問

主

し
ま
す
。

一
理
委
員
が
、
石
増
員
さ
れ
る
こ
一
大
村
弁
護
士
会
で
は
憲
法
週
間
行
一
票
所
受
付
に
申
出
て
く
だ
さ
し

個

人

で

使

っ

て

ま

3

け

よ

土

(

塞

厳
重
な
取
締
り
が
行
わ
一
実

施

の

場

合

は

公

示

一

て

く

だ

さ

い

。

一

ζ
れ
は
桐
人
が
所
有
し
て
い
て
、

ム
日
時
五
月
一一
士

百
午
前
七
一
と
に
な
っ
た
た
め
、
五
月
六
日
に
一事
と
し
て
次
の
と
お
り
祭
器
一
再
交
付
い
た
し
ま
す
。
が

l

L

T

L
一
れ
個
人
所
有
の
違
反
者
は
処
罰
一
寝
室
実
施
し
た
場
合
は
、
実
一
ま
た
数
量
産
自
と
使
用
後
一
号
物

の
笹
山
防
除
以
外
の
目
的

一開
か
れ
れ
守
警
に
お
い

て
一
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
利
一

字

が

書

け

な

い

人

や

一
意

い
ま

か
ら
農
作
物
の
害
一

で
の
所
持
、

使
用
は
で
き
な
い
と
一
さ
れ
ま
す
)

一
施
の
一
百
思
議
了
後
七
日

7分
を
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
一
で
十
し
た
た
め
に
起
っ
た
裏

金

鳴

時
間

一分
間

一

次

の

と

大

村
市
選

管
理
一
周
し
て
く
だ
さ
い
。

一

一

注

虫
防
除
の
た
め
興
挺
パ
一
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ぶ
一
(
鑑
定
園
、
市
町
村
、
農
協
、
一
ま
で
の
聞
は
、
防
除
実
施
の
土

×

×

一
で
毒
物
劇
掠
取
締
法
違
反
事
件
と

選

挙

管

理

委

員

を

曾

一
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
ム
日
時
五
月
十
五
日
午
前
十
時
一

盲

人

は

一

の

ラ
チ
オ
ン
な
ど
の
使
用

す
震

に
注
意
し
て
事
故
が
起
ら
一
農
業
共
済
組
合
の
思
お
よ
び
一
時
お
よ
び
区
域
を
公
示
し
な
け
一
最
近
あ
る
と
と
ろ
で
、
落
花
生
畠
一
し
て
取
調
べ
を
受
付
て
い
る
と
い

員

林

田

氏

を
選

h
一

日

誌

報

六

O
J
A時
諸

民

舘

一

詩

竹

内

bhE
u

一

恥

詰

山
野

町
十一
川
小
よ
う
に
雲
つ
げ
て
く
だ
さ
一
服
務
判
明
踏

切

十
一
れ
れ
れ
斜

計

十

な

ど

は

石

川

郡

山
村
山
庄

町

一

駐

日

終

日

誌

今
度
、
選
挙
の
適
正
な
管
場
執
行
一
(
市
選
挙
管
理
委
員
会
)
一
(
畏
崎
地
方
裁
判
所
大
村
支
部
)
)
投
票
所
で
そ
の
旨
申
出
て
代
理
一

ゑ
小
に
な
っ
て
お
り
、
個
人

一①
髄
渡
、
諮
受
、
所
持
は
毒
物、

一

し
か
で
き
ま
せ
ん
。

一
危
害
を
受
け
な
い
よ
う
処
慢
し
一
た
落
花
生
を
自
に
ま
い
て
い
た
と
一
う
。
(
趨
林
課
)

I
s
i
l
l
i
-
-
l
l
i
l
i
a
-
-
l
l
l
l
l
l
l
l
ll
l
l
l
l
l
l
l
l
l
E
l
i
-
B
E
l
l
i
g
-
-
I
B
E
B
E
E
-
-
B
E
l
l
i
-
-
l
l
l
l
l
l
l
l
l
・l

転

出

入

(

市

内

移

動

を
含

む

)
の

場

合

は

町

務

連

絡

員

(

町

務

代

)

を

経

由

し

て

市

民

際

(

出

張

所

)

へ
周

出

て

〈

だ

3
ぃ.
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…器
最
高
裁
判
所
裁
判
官
同
の

一錨
…

国
民
審
査
も
行
わ
れ
ま
す

む

一
五
月
二
十
二

一
任
命
さ
れ
ま
す
。

「
挙
の
と
き
に
行
わ
れ
た
第
一ニ

E

i

-

-

e

h
 

防

防

一
日
に
行
わ
れ
る
一
と
の
よ

5
L重
要
な
職
務
を
行
う

一民
審
査
以
後
に
任
命
さ

れ

た

h
抱

n
一
衆
議
院
議
員
の
総
一
の
で
、
憲
法
力
は
、

最
高
裁
判
所

一五
人
に
つ
い
て
、
審
査
投
票
を

一九
f
選
挙
と
同
時
に、

万
裁
判
官
は
、
任
命
さ
れ
た
後
、

一す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

E
I
…
最

高

裁

判

所

一初
め
て
行
わ
れ
る
衆
議
院
議
員
総
一
投
票
資
格
は
、
衆
議
院
議
員
総
選

-r
E
一
裁

判

官

の

圏

一選
挙
の
際、

国
民
の
審
査
を
受
け
一
挙
の
場
合
と
同
じ
で
す
が
、
五
月

一
吟

ι
一
民

審

査

が

行
一な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
に
な
っ

一
二
十
二
日
の
衆
議
院
講
員
総
選
挙

'
d
一
わ
れ
る
と
と
に
な
一
て
お
り
ま
す
が
、
審
査
の
結
果
、
一
の
投
票
日
に
、
同
時
に
裁
判
官
の

白

月

…
っ
て
お
り
ま
す
。

一罷
免
寄
と
す
る
投
票
が
多
か
っ
一
審
査
投
票
も
行
う
と
と
に
な
っ
て

…
k
d
一
最
高
裁
判

所

一た
場
合
は
、
そ
の
裁
判
官
は
罷
免
一
お
り
ま
す
。

は、

一
番
上
級
の
一
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

一
審
査
さ
れ
る
裁
判
官
に
つ
い
て
は

裁
判
所
で
、
東
京
に
一
箇
所
あ
り
一と
の
審
査
は
、
十
年
ご
と
に
あ
り
一
審
査
公
報
を
よ
く
ど
覧
に
な
り
、

政
府
や
国
会
と
は
別
に
存
在
し
て
一ま
す
が
、
こ
ん
ど
の
園
民
審
一
よ
く
考
え
て
投
票
い
た
し
ま
し
ょ

一
切
の
法
令
や
処
分
が
憲
法
に
適
一査
は
昭
和
三
十
年
二
月
の
総
選一
う
。

ず
る
か
苔
か
を
決
定
し
て
、
憲
法
一

' |
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

を
ょ
う
襲
芸
援
を
持
っ
て
い

一

口

日

・
国

保

料

に

督

促

状

ま
す
。
つ
ま
り
憲
法
の
番
人
と
い

一

え
る
で
し
ょ
う
。

一

一
月

J
三
月

の

未

納

分

の
納

付

は
早

く

最
高
裁
判
所
の
畏
官
は
、
内
閲
の

一間
和
三
十
二
年
度
一
月
か
ら
三
月
一
促
状
を
出
す
予
定
で
す
。
督
促
状

指
名
に
よ
り
天
皇
が
任
命
し
、

あ
一
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
一
を
出
す
と
、
保
険
料
の
ほ
か
に
督

と
の
十
四
人
の
裁
判
官
は
内
閣
で
」
分
に
対
し
、
五
月
十
七
日
付
で
督
一
促
手
数
料
を
一
通
に
つ
き
二
十
円

徴
収
す
る
と
と
に
な
り
ま
す
の
で

未
納
の
方
は
至
急
に
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。
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投

票

日

に

サ

イ

レ

ン

(
保
健
衛
生
課
)

(ー)

ト

ー

一

を

研

修

習

得

さ

せ

将

来

農

村

改

善

新

中

本

以

上

で

あ

る

が、

高
校
一
規
定
に
よ
る
免
許
を
受
け
な
け
れ

刊

日

・

犬

の

登

録

と

注

射

一

の
原
動
力
と
な
っ
て
県
内
の
農
竺

産

業

開

設

青

年

一

葉

程

度

皇

室

有
す
る
者
一
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以

後

の

違

反

犬

は

捕

獲

一

時

保

持

続

リ

リ

立

隊

員

を

募

集

何

日

ま

で一

ム
詩

刊

で

詩

訪

問

一駐

日

は

臨

時

間

一ム
カ
メ
ラ

一
台

(
F
E
開
宮

本
年
度
犬
の
登
録
と
春
季
狂
犬
病

一

注
射
手
数
料
百
四
十
円
、
計
四
一
希
望
者
は
五
月
二
十
四
日
ま
で
関
一
建
設
省
で
は
昭
和
三
十
三
年
度
産
一
八
日
久
留
米
市
建
設
省
機
密
一会
し
て
く
だ
さ
い
。
(
農
林
課

)τ
誌
)
受
理
一
二
月
十
日
ム
腕
時

予
防
注
射
は
一
義
り
ま
し
た
が
一
百
四
十
円

(保
儲
衛
生
課
)
一
係
書
類
を
添
え
申
込
ん
で
く
だ
さ
一
業
開
発
青
年
隊
中
央
隊
員
を
募
集
一
備
事
務
所
)

一

1

1

1

1

1

一
計
一
個
(
重
量
ク
サ
リ
パ
ン

実
施
期
間
申
降
雨
の
日
が
ま
っ

一

1

1

1

1

一ぃ。

τて
い
ま
す
。

一
ム
申
込
五
月
十
五
日
ま
で
農
林
一
珠
算
検
定
試
験
一
ド
付
)
三
月
十
二
日
ム
現
金
千
九

た
の
で
、
次
の
と
お
り
さ
ら
に
二
農
村
青
年

懸

外

実

地

一
な
お
詳
細
は
農
林
課
ま
た
は
普
及
一

ム
応
募
資
格
長
崎
県
在
住
の
満一

課
へ
申
込
む
こ
と

(市
長

選

一

一

百

五

十

円

(千
円
札

一
、
五
百
円

日
間
実
施
し
ま
す
の
で
未
登
録
犬
一

一事
務
所
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。
一
十
八
才
か
ら
二
十
五
才
ま
で
の
一
せ
ん
状
そ
の
他
添
付
書
類
の
必
一

目

白

か

ら

申

込

受

付

一
札
て
百
円
札
四
、
五
十
円
貨
一

は
も
れ
な
く
登
録
と
注
射
を
受
け
一

研

修

生

を

募

集

一

[

-

(
農
林
課
)
一
男
子
。

一
索
あ
る
の
で
早
目
に
)

一ム
日
時

六
月
二
十
九
日
午
前
九
一
)
一一
一月
二
十
二
日

て
く
だ
さ
い
。

一畏
崎
県
で
は
農
村
青
年
研
修
の

一
一

1

1

1
1
1
1
1

一
農
業
従
事
の
経
験
が
あ
り
、

将
一
ム
く
わ
し
い
と
と
は
農
林
課
へ
お
一

時

一

ム
受
理
月
日
四
月
五
日
腕
時
計
一

な
お
五
月
二
十
日
か
ら
違
反
犬
は
一
環
と
し
て
実
な
農
村
青
年
春
農
一

海

外

移

住

者

募

集
一
来
海
外
移
住
を
希
望
す
る
者
。
一
た
ず
ね
く
だ
さ
い
(
農
林
課
)
一β
場
所

属

高

校

一

個

(
毒

婦

人

塁

側
九
型
)
ム

捕
獲
さ
れ
ま
す
。

一林
、
畜
産
に
関
す
る
技
術
、
警
一

海
外
移
住
協
会
で
は
パ
ラ
グ
ワ
イ

一

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

1

一ム
資
格

差

、
雲

、
性
別
、
一
四
月
五
日
現
金
千
八
百
円
(
千
円

ム
日
時
五
月
十
九
日
(
月
)
九
一
の
先
進
地
に
派
遣
し
て
そ
の
土
地
一国
フ
ラ
ム
植
民
地
喜
開
拓
移
住
一

大

麻

の

栽

培

は

許

可

を

一

国

管

制

限

な

し

一

札

て

百

円

札

三
、
五
百
円
札
一

時
か
ら
十
二
時
ま
で

一
の
篤
農
家
に
寄
宿
せ
し
め、

そ
の
一
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
一

一
ム
受
験
料
一
級
百
十
円
、
ニ
級
一
)
ム
四
月
十
六
日
現
金
三
千
五
百

ム
場
所
大
村
保
健
所

一農
家
の一

望
し
て
働
き
な
が
ら
一
は
農
林
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
一

け

し

も

「
あ

へ

ん
法

」
に

ふ

れ

な

い

よ

う

に

一

百
円
、
三
級
九
十
円
、
四
級

t
百
(
千
円
札
一一一
、
五
百
円
札
一
)

ム
料
金
登
録
料
三
百
明
石
川
一也
滑
に
農
業
経
営
並
び
に
按
術
一

(農
林
課
)
一
草
花
の
栽
培
も
す
躍
と
な
る
に
一
え
て
、
そ
の
不
正
栽
培
者
の
発
見
一

八
級
五
十
円
一
ム
四
月
十
六
日
現
金
二
千
円
(
千

1
1
1
1
j
t
j
j
j
;
;
j
j一
つ
れ

「
あ
へ
ん
法
」
に
触
れ
る

「
一
が
震
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
麻
の
一
ム
申
込
五
月
十
五
日
l
六
月
七
一
円
札
一
一
)

人

減

れ

投

票

し

ま

し

ょ

う

一
け
し
」
お
よ
び
「
大
麻
取
締
法
」
一
「
せ
ん
維
」
も
し
く
は

理

主
探
一

目
、
大
村
商
工
会
葬
へ
受
験
一
以
上
い
ず
れ
も
現
金
は
県
支
金
庫

ノ
え
く
4
1
E亥
:

石

器

す

る
「
大
麻
」
の
栽
培
も
一
取
す
る
目
的
で
、
大
麻
事
栽
培

一

室
添
え
て
申
込
む
こ
と
。
一
品
物
は
奇
襲

警
保
管
し
て

司
直
川
崎
川
川
団
叩
川
団
川
山
川
河
司
一

一

増

加

の

傾

向

に

あ

り

ま

す

。

一

ず

る

も

の
は
「
大
麻
取
締
法
」

の一

(
大
村
商
工
会
議
所
)
一
あ
り
ま
す
。
(
大
村
嘗
察
署
)

ま

交

震

ヨ

一一

一こ
れ
ら
の
不
正
栽
培
君
、
「あ

't・4
t
苗
圃
珂

E
』

一-

一
へ
ん
法
」
な
ら
び
に
「
大
麻
取
締

U
U
U
U
1
m

一法
」
の
趣
旨
が
よ
く
わ
か
ら
ず
、

一
ま
た
違
反
を
発
見
さ
れ
て
も
、
観

め
病
院

(憎
定
病
院
)
に
入
院
一
斉
ま
た
は
「
せ
ん
維
」
採
取
の

な
ど
の
人
は
、

不
在
者
投
票
で
一
目
的
で
栽
矯
し
て
い
る
も
の
で
あ

貴
重
な
一
票
を
生
か
し
ま
し
ょ一

'

一る
か
ら
、
注
意
程
度
で
済
む
位
に

v

つ。

一一
軽
く
考
え
て
い
る
向
も
あ
り
ま
す

選
挙
管
理
震

を

申
し
出
て
京
、
「
け
と
な
ら
び
に
「
大
麻

一
定
の
手
続
を
取
れ
ば
、
で
き

一」
の
不
正
栽
培
に
つ
い
て
は
「
あ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
へ
ん
法
」
お
よ
び
「
大
麻
取
締
法

な
お
今
度
の
選
挙
の
場
合
は
、
一
」
に
基
い
て
厳
重
な
取
締
り
が
行

五
月

一日
か
ら
五
月
二
十

一日一
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
で
の
間
不
在
者
投
票
を
す
る

一
本
年
度
も
「
大
麻
」
の
播
種
お
よ

と
と
が
で
き
ま
す
。

一び

「け
し
」
の
開
花
の
時
期
を
控

ーーー-A

で尋仇まの
着

実

る
五

月

二

十

ん

二
日
は
、
衆
議
院
議

ゴ
」
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁

〉
一

判
所
裁
判
官
国
民
審
査

〉

A

投
票
の
投
票
日

で
す

私
た
ち
の
生
活
そ
よ
く
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
の
社
会
を
明
る
く
す

る
た
め
に
、
ふ
だ
ん
着
の
ま
ま
で

結
構
で
す
か
ら

一
人
の
棄
権

者
も
な
く

正
し
い
投
票
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

-圃圃，
一

22 
日投

票
を
す
る
と
と
が
で
き
ま
す

自
の
見
え
な
い
人
は
、
点
字
に

よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

他

人

に

見

え

な

い

で

し
ょ
う
か

誰
の
名
を
書
い
て
い
る
か
他
人

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
投
票
の
秘

密
は
絶
対
に
保
障
さ
れ
て
お
り

ま
ず
か
ら
と
安
心
く
だ
さ
い。

棄
楢
は
あ
な
た
の
無
責
任

、F
"-

の
--

;落 !

:し !

;物 !

印
1
何
回
愛
鳥
週
間

小
鳥
を
護
リ
ま
し
ょ
う

自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

一
、

道

路

の

左

端

一

列

準

行

一一

、

せ

ま

い

道

路

か

ら

庚

い

道

路

に

出

る

と

き
は
一
時
停
止

三

、

右

折

左

折

の

場

合

は

手

信

号

励

行

四
、
二
人
乗

hrrし
左
い

玉

、
夜

間

は

必

ず

灯

火

を

用

い

る

六
、
荷
物
の

高
さ
地
上

米
、
重
さ



J 

二つは必ず実行

結婚改普で中合せ

日
間
原
姉
人
会

一
婚
約
に
あ
た
っ
て
は
相
互
に
健
康

で
は
従
来
の
一
幣
断
書
(
血
液
検
査
を
含
む
)
を

一交
換
す
る
。

大
村
市
結
婚
一一婚

約
ま
で
に
病
気
は
完
全
治
療
す

改
替
要
綱
に

一る。

つ
い
て
次
の

一
2
祝
宴
の
招
待
者
は
三
親
等

よ
う
に
最
少
一
(
叔
父
叔
母
)
以
上
は
一
人
に
と

限
の
二
つ
の
一
ど
め
る
。

点
に
し
ぼ
り一
挙
式
は
厳
粛
を
旨
と
し
て
意
義
深

実
行
す
る
と
一い
儀
式
を

{qっ。

と
を
申
し
合

一

右
の
二
つ
の
事
項
に
つ
い
て
震

!
わ
せ
た
。

一

点
的
に
実
行
す
る
と
と
.

(市
教
委
社
会
教
育
課
)

ム
h
q

お
も
ち
ゃ
飛
行
機
七
O
枚

組
立
ひ
な
人
形
六
O
組
、
犬
学

帽
子
三
O
枚

木

町
村
井
薬

局
ム
。

菓
子
一
緒
畏
安
寺

姉

川
浄
弘

ム
ク

菓

子
一

箱

水

田

寺

田

ム
h
q

菓
子
一
箱

本
町
山
口

セ
イ

ム
3

・M
河
童
人
形
ケ

l
ス
一

箱
本
町
熊
崎
悦
子

(ニ〕

ト
カ

i
で
血
清
を
職
活

グ
ま
む
し
グ
に
吹
ま
れ
た
ら
先
ず
警
察

ヘ

農
繁
期
と
な
り
、
麦
の
刈
入
れ
、

一に
見
ま
す
と
、
六
月
に
困
人
、
七
一
手
当
を
施
し
早
く
血
清
を
注
射
す

煩
草
の
手
入
れ
、
水
稲
楠
符
の
準

一月
に
七
人
、
八
月
に
六
人
、
九
月
一
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い。

備
作
業
等
、
七
・
二
五
水
害
の
復
一
に
一
一
一人
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
別
一
血
清
の
輸
送
は
警
察
の
パ
ト
ロ

l

旧
作
業
に
つ
つ
い
て
、
搬
し
い
労
一
に
は
男
十
四
人
、
女
六
人
と
な
っ
一
ル

・
カ
!
で
運
ぶ
と
と
に
し
て
い

働
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
一
て
お
り
ま
す
。
被
害
は
歩
行
中
校
一
ま
ず
か
ら
岐
ま
れ
た
A
す
ぐ
電
話

年
も
ま
た
。
ま
む
し
h
q

横
行
の
時
一
ま
れ
た
り
、

陛
性
り
や
草
刈
り
、
一
そ
の
他
で
普
察
署
や
附
近
の
駐
在

期
が
近
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
。
ま
一
煙
草
の
手
入
れ
な
ど
巷
行
っ
て
い
一
所
、
派
出
所
等
に
遠
慮
な
く
申
し

む
し
。
に
十
分
ご
注
意
く
た
さ
い

一る
時
に
多
い
の
で
す
が
、
h
q

ま
む
一
出
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
六
月
十
五
日
か
ら
、
九

一し
。
に
よ
る
校
傷
は
手
当
さ
え
よ
一
(
大
村
瞥
察
署
)

月
末
日
ま
で
に
二
十
人
が
被
害
を

一け
れ
ば
死
ぬ
よ
う
な
と
と
は
な
い

受
け
て
い
ま
す
が
、
と
れ
を
月
別

一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で、

応
急

松 原
婦人会

(第173号)

ー
健
康
診
断

を
交
換
す
る

り

一風
俗
習
慣
お
よ
び
道
徳
の
申
に
深

一い
根
底
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま

も
か
も
婚
姻
関
係
か
ら
出
発
し
て
一
す
。

と
こ
ろ
が
風
俗
、
習
慣、

道

い
る
と
考
え
ら
れ
、
換
言
す
れ
ば

一
徳
も
時
代
の
推
移
と
、
社
会
組
織

結
婚
生
活
は

一
切
の
牡
会
制
度
の
一
の
変
涯
と
に
よ
っ
て
変
化
し
て
行

揺
ら
ん
で
あ
る
と
も
い
え
る
訳
で

一
く
の
で、

婚
姻
制
度
も
乙
れ
に
伴

二

婚

姻

ノ

一

ご

あ

り

ま

す

。

一

ぃ
社
会
思
想
の
要
求
に
即
応
し
て

j
ノ

一

ま
た
一戸
籍
上
に
お
い
て
も
出
生
一
変
え
ら
れ
て
行
く
と
と
も
当
然
で

婚
姻
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
言
葉
-
る
べ
き
婚
姻
生
活
も
い
ろ
ん
な
事
一

死
亡
に
つ
い
で
事
件
数
の
最
も
一あ
り
ま
す。

自
体
か
ら
受
け
る
印
象
は
極
め
て

一情
の
出
現
に
よ
っ
て
波
乱
万
丈
の
一

多
い
届
出
で
あ
り
、
す
べ
て
の
一
昭
和
二
十
一
年
十

一
月
三
日
に

情
緒
的
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
感
覚
で
人
生
震
を
綴
る
乙
と
に
な
り
、

一
一
戸
籍
事
件
の
源
泉
を
な
し
て
い
一
公
布
さ
れ
た
新
憲
法

、
奈

の
豊
か
な
重
で
あ
り
ま
す
。
と

τ大
婦
と
い
主
同
生
活
の
継
続
三

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

一

国
従
来
の
伝
統
的
な

痛

を

り
わ
け
結
婚
適
令
期
の
若
人
に
と
一不
可
能
な
ら
し
む
る
と
と
も
あ
り
一

す
。

一

対
し
て
根
本
的
な
変
革
を
も
た

つ
て
は
、
結
婚
の
話
を
す
る
だ
け
一
手
。
そ
し
て
人
生
最
大
の
苦
悩
一

す
な
わ
ち
熔
習
が
あ
っ
て
始

一

ら
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

で
も
轄
い
興
奮
さ
え
ム
感
ず
る
も
三
煩
悶
は
実
に
ま
た
婚
姻
生
活
を
一
め
て
出
生
周
が
な
さ
れ
、
そ
の

子

な
わ
ち
改
正
の
要
点
は
国
主
々

の
で
あ
り
ま
す
。

一
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
一
子
が
成
長
し
て
ま
た
婚
姻
し
、
一義
の
原
則
に
基
い
て
、
そ
の
基
調

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
何
人
と
い
え
一
り
ま
す
。

一
離
婚
し
、
養
子
縁
組
し
、
離
縁
一を
な
す
自
由
と
平
等
の
精
神
に
則

ど
も
健
全
な
肉
体
と
健
全
な
精
神
一

と
の
よ
う
に
婚
姻
ぽ
明
暗
ニ
筋
一
し
、

復
氏
し
、
認
知
す
る
と
い
一り
、
個
人
の
尊
震
を
強
調
し
、
ま

の
所
有
者
で
あ
る
も
の
は
、

結
婚
一
道
の
性
格
を
持
っ
て
、

人
生
行
一
う
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
身
分
関
係
一
た
男
女
の
本
質
的
等
位
を
保
証
す

適
令
期
に
達
す
る
と
、
結
婚
生
活
一
路
に
お
い
て
誰
れ
し
も
必
ず
経
一
の
形
成
、
変
更
、
消
滅
を
伴
う
一
る
諸
規
定
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
た

の
幸
福
さ
、
楽
し
さ
を
夢
想
し
な
一
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
普
遍
一
身
分
行
為
を
す
る
の
で
あ
り
ま

一の
で
あ
り
ま
す
。

が
ら
結
婚
の
自
在
一
日
千
秋
の
思
一
的
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

一

ず
。
も
っ
と
も
と
の
場
合
出
生

一具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
ば

「
婚
姻

い
で
待
ち
憧
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
一
婚
姻
制
度
は
人
類
誕
症
の
源
泉
一
と
婚
姻
は
卵
が
先
か
、
鶏
が
先

一は
両
性
の
合
意
の
み
に
よ
っ
て
成

り
ま
す
。

そ
し
て
人
生
の
最
大
の
一
で
あ
り
、
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
一
か
と
同
様
の
議
論
が
生
ず
る
が

一立
す
る
」
と
い
う
憲
法
第
二
十
四

幸
摺
と
歓
喜
は
、
実
に
婚
姻
生
活
一
夫
婦
、
親
子
の
関
侵
9
な
わ
ち
一
そ
の
判
定
は
別
と
し
て
婚
姻
が

一条
の
原
則
を
貫
い
て
、
成
年
者
の

を
中
心
と
し
て
の
み
展
開
さ
れ
る
一
家
族
を
生
じ
、
家
族
の
集
団
が
一
出
生
と
い
う
生
理
的
事
業
の
根

一婚
姻
に
つ
い
て
は
、
明
治
民
法
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
種
族
を
、
更
に
民
族
を
、
社
会

一

源
を
な
す
重
要
な
身
分
行
為
で

一よ
う
に
一
戸
主
は
も
ち
ろ
ん
父
母
の

乙
れ
に
反
し
結
婚
は
人
生
の
暗
黒
一
巻
、
国
家
を
形
成
す
る
に
至
っ
一
あ
る
こ
と
は
、
何
人
も
否
定
で

一同
意
さ
え
不
要
と
な
っ
た
の
で
あ

面
に
対
す
る
跳
躍
で
も
あ
る
と
い

一
て
い
る
の
は
自
然
の
推
移
で
あ
一
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

一り
ま
す
。

う
反
面
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
一
り
ま
す
。

一
き
て
婚
姻
す
る
と
い
う
と
と
は
、

一
叉
妻
の
無
能
力
の
制
度
を
撤
廃
し

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
婚
姻
前
に
ほ
一
法
律
も
倫
理
も
経
済
も
、
さ
ら
に
一
夫
に
な
り
要
に
な
る
と
い
う
、
只
一妻
の
財
産
に
対
す
る
夫
の
管
理
権

の
か
に
抱
い
て
い
た
幸
檀
と
歓
喜
一宗
教
も
芸
術
も
、
人
閣
の
本
質
か
一
二
人
だ
け
の
私
的
事
件
で
は
あ
り

一使
用
収
益
権
を
廃
止
し
、
婚
姻
生

に
満
ち
満
ち
た
蜜
の
よ
う
に
甘
か
一
ら
流
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
何
一
ま
す
が
、
常
に
一
園
、
一
民
族
の

一活
中
の
費
用
は
夫
婦
が
分
担
す
る

な
ど
の
規
定
を
設
け
て
い
る
の
で

あ

り

ま

す

。

(

つ

づ

く
)

(
市
民
課
長
)

よだ政

才
二
各
論
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